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処理⽔中に含まれるトリチウムの総量について

 福島第⼀原⼦⼒発電所で貯蔵されている多核種除去設備等処理⽔のタンク（以下，「
ALPS処理⽔タンク」という）について、2019年10⽉31⽇までのタンク内のトリチウム
量の総量を下表に⽰す。
「ALPS処理⽔タンク（実測値）」は，本年6⽉末までに満⽔になったタンク群について
、放射能濃度測定の実測値及び10⽉31⽇までの減衰を考慮したもの
「ALPS処理⽔タンク等（推定値）」は，上記を除くタンクについて，2019年4⽉〜9⽉
の処理設備出⼝の平均トリチウム濃度（約105万Bq/L）を⽤いて推定したもの

 以下の貯蔵・処分の時間軸に関する試算では、上記合計を丸めた約860兆Bqを基にする

1

タンク⽔位 実測or推定 貯蔵量 トリチウム量
ALPS処理⽔タンク（実測値） 実測 約83万m3 約506兆Bq

ALPS処理⽔タンク等*1（推定値） 推定 約34万m3 約350兆Bq*2

合計 約117万m3 約856兆Bq

*1:測定未実施・移送中のALPS処理⽔タンク及びストロンチウム処理⽔タンクを含む。
*2:推定値であるため、今後、実測の結果によって値を⾒直す可能性がある。
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処分開始時期と廃炉完了までの時間軸

2

 貯留する処理⽔の量と貯留期間がその後の処分にどのような影響を与えるのか
を⽰すため、以下の仮定条件により処分イメージを作成
 処分および減衰により、処分開始⽇から処分完了⽇まで単純に毎⽇定量のトリチウムが貯留⽔から

減少する
 処分開始⽇を、①2020年、②2025年、③2030年および④2035年の各1⽉1⽇とする
 処分完了⽇を、a.廃炉30年（2041年12⽉31⽇）およびb.廃炉40年（2051年12⽉31⽇）とする
 貯留する処理⽔に含まれるトリチウムの総量は、2020年1⽉1⽇現在で860兆Bqとする
 処分が完了するまでの間、毎⽇150m3の汚染⽔が発⽣し続け、2020年1⽉1⽇に発⽣する汚染⽔に含

まれるトリチウム濃度を105万Bq/Lとし、以降は毎⽇トリチウムの半減期にしたがって減衰してい
く

 以下について注意が必要
 この図は貯留される処理⽔の量と処分に必要な期間との関係を単純なシミュレーションによって⽰

すものであり、実際の処分の速度等を⽰すものではない
 貯留する処理⽔中のトリチウム総量には推定値が含まれており、今後の実測により総量⾃体、逐次

⾒直される
 毎⽇発⽣する汚染⽔の濃度や量は、事故後の経過時間だけでなく、⾃然条件や季節、建屋内滞留⽔

⽔位などにより⼤きく変化する可能性があり、また、汚染⽔対策の進捗により処分完了前に発⽣し
なくなることもある

 遅くとも2020年代後半に必要となる施設の敷地の確保等，技術的な成⽴性は考慮されていない。



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

0

50

100

150

200

250

300

0

150

300

450

600

750

900

2020/1/1 2025/1/1 2030/1/1 2035/1/1 2040/1/1 2045/1/1 2050/1/1

トリチウム総量（左軸）
保有⽔量（右軸）

3
廃炉30〜40年

ALPS処理⽔⽤約134万m3

Sr処理⽔⽤ 約2.5万m3

2020年1⽉1⽇ 処分開始

処分開始時期と廃炉完了までの時間軸（2020年処分開始ケース）
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 仮に2020年1⽉1⽇に処分を開始し、2041年末および2051年末に完了させることにす
ると、それぞれ1年あたり約39兆ベクレル、約27兆ベクレルの減少幅となる

2020年12⽉ 現⾏計画のタンク建設終了
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2022年夏ごろ 想定保有⽔量がタンク容量を上回る
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 仮に2025年1⽉1⽇に処分を開始し、2041年末および2051年末に完了させることにす
ると、それぞれ1年あたり約51兆ベクレル、約32兆ベクレルの減少幅となる
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 仮に2030年1⽉1⽇に処分を開始し、2041年末および2051年末に完了させることにす
ると、それぞれ1年あたり約68兆ベクレル、約37兆ベクレルの減少幅となる
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 仮に2035年1⽉1⽇に処分を開始し、2041年末および2051年末に完了させることにす
ると、それぞれ1年あたり約106兆ベクレル、約43兆ベクレルの減少幅となる




